
ＮＯ．２７８     渋谷二丁目西地区（組合施行）

計画地

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

放射第4号支線２

放射第22号線

特別区道９２８号路
線

４ｍ
（７．２ｍ～８ｍ）

約５０ｍ ー

特別区道９２９号路
線

４～８ｍ
（８m～１２m）

約９０ｍ ー

特別区道９３１号路
線

７．５ｍ
（１５m）

約１８０ｍ ー

特別区道１０４７号
路線

１１ｍ
（２２ｍ）

約７０ｍ ー

建築面積

A
街
区

約1,370㎡

B
街
区

約10,500㎡

建築敷地面積

A
街
区

約1,700㎡

B
街
区

約12,800㎡

都市計画決定

約２．３ha 鉄骨造、鉄筋コンクリート造

(しぶやにちょうめにし)

１　計画の概要

渋谷二丁目地内

計画の概要

・渋谷二丁目西地区は、渋谷駅の東口に位置しており、渋谷駅と（丘上にあたる）計画地では約15ｍの高低差がある。
・市街地再開発事業の区域（A街区・B街区）は2.3haであり、都市再生特別地区の区域（A街区・B街区・C街区）は約2.9haであ
る。
・本計画地は都市再生緊急整備地域内に位置しており、都市の国際競争力及び防災機能の強化を図り、安全で快適な都市空
間を創出することが求められる。

A街区：地上５階／地下１階
B街区：地上４１階／地下４階

A街区：約４４ｍ
B街区：約２０８ｍ

２　都市計画の内容

渋谷二丁目西地区第一種市街地再開発事業 約２．３ha

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

別に都市計画において定めるとおり

別に都市計画において定めるとおり

高層部A：２０８
ｍ

低層部B：４０m

備考

A
街
区

ー ー 低層部A：６０ｍ ー

街
区

建蔽率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

約255,500㎡（約201,000㎡） ー

建築敷地の
整備

整備計画 備考

・国際空港や地方都市とのアクセス性向上するバスターミナルを整備し、渋谷の広域交通機能を強化す
る。
・多層にわたる歩行者動線を整備し、渋谷駅及び周辺市街地とつながる歩行者ネットワークを形成する。
・緑豊かな多層的な広場空間を設け、地域の防災性及び市街地環境の向上を図る。

建築物の整備

B
街
区

ー ー

延べ面積(容積対象) 住宅建設の目標

約4,200㎡（約2,700㎡） ー

ー

令和４年３月２４日　渋谷区告示第２９号



渋谷二丁目西地区
A街区：１６０％
B街区：１５８０％

A街区：１００％
B街区：４００％

８０％
※建築基準法第53 条
第６項第一号に該当
する建築物にあって
は、2/10 を加えた数

値とする

A街区：６０ｍ
※高さの基準点は

T.P.+29.0ｍ
B街区：高層部２０
８ｍ、低層部４０ｍ
※高さの基準点は

T.P.+33.5ｍ

１，０００㎡

都市計画決定

敷地面積 建蔽率

延べ面積 容積率

住宅戸数

駐車場

事業認可 総事業費

年　月　日

平成３０年１月

令和４年３月２４日

令和５年１月１６日

令和６年７月１２日

A街区：約２，９４０㎡
B街区：約２４６，８５０㎡

A街区：約１６０％
B街区：約１５７０％

３　都市再生特別地区

地区名 面積
容積率の
最高限度

容積率の
最低限度

建蔽率の
最高限度

建築物の
高さの最高限度

建築面積の最低
限度

約２．９ha

令和4年3月24日　東京都告示第378号

４　事業計画の概要

A街区：約１６７０㎡
B街区約１２，７６０㎡

A街区：約８０％
B街区：約８４％

用途

A街区：機械室、店舗、公共施設、
集会場、屋外広場

B街区；機械室、バスターミナル、店舗、事務所、ホテ
ル、地域貢献

０戸

約２９８台

令和５年１月１６日東京都告示第２６号
令和６年７月１２日東京都告示第８１７号

約１８００億円

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

渋谷二丁目西地区市街地再開発準備組合　設立

都市計画　渋谷二丁目西地区第一種市街地再開発事業　決定

渋谷二丁目西地区市街地再開発組合　事業変更認可

６　位置図

渋谷二丁目西地区市街地再開発組合　設立認可（事業計画認可）



７　区域図

８　完成予想図


